
JP WO2008/136283 A1 2008.11.13

10

(57)【要約】
　施設内に設置された画像表示装置を有効活用し得る医
療情報管理ネットワークシステムを提供することを目的
とし、ワークステーション４Ａ～４Ｎをネットワーク２
２を介して医療情報管理サーバ２１に接続してネットワ
ークシステムを構築し、医療情報管理サーバ２１が備え
る情報管理部５１ａによって、ワークステーション４Ａ
～４Ｎから転送されるカプセル型内視鏡の使用数や受信
装置３用の電池３５の使用回数等の機材情報を集約させ
ることで、施設内でのカプセル型内視鏡や電池３５の在
庫、使用状況の一元管理が可能となり、発注時期の予測
に活用でき、また、被検体毎に検査に適用したカプセル
型内視鏡、受信装置３並びにワークステーション４Ａ～
４Ｎそれぞれの個体識別情報を医療情報管理サーバ２１
に集約させて一元管理することで、これら機材のトレー
サビリティを確保できるようにした。



(2) JP WO2008/136283 A1 2008.11.13

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に導入された被検体内導入装置で撮像された被検体内画像を蓄積する受信装置
と、
　該受信装置に接続し該受信装置に蓄積された被検体内画像を取得して所定の処理を行う
１以上の画像表示装置と、
　該画像表示装置とネットワークを介して接続されている１以上の医療情報管理サーバと
、
　を備え、
　前記医療情報管理サーバは、１以上の前記画像表示装置から転送される情報を集約して
一元管理する管理手段を備えることを特徴とする医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項２】
　前記画像表示装置から転送される情報は、前記被検体内導入装置の使用数に関する情報
であることを特徴とする請求項１に記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項３】
　前記画像表示装置から転送される情報は、前記被検体導入装置の個体識別情報であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項４】
　前記画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置に内蔵された電池の使用回数に
関する情報であることを特徴とする請求項１に記載の医療情報管理ネットワークシステム
。
【請求項５】
　前記画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置に内蔵された電池の使用期間に
関する情報であることを特徴とする請求項１に記載の医療情報管理ネットワークシステム
。
【請求項６】
　前記画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置に内蔵された電池の個体識別情
報であることを特徴とする請求項１に記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項７】
　前記画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置の個体識別情報であることを特
徴とする請求項１に記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項８】
　前記画像表示装置から転送される情報は、前記画像表示装置の個体識別情報であること
を特徴とする請求項１に記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項９】
　前記画像表示装置から転送される情報は、診断結果であることを特徴とする請求項１に
記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項１０】
　前記診断結果は、前記受信装置から取得した被検体内画像を観察して付与されたコメン
トであることを特徴とする請求項９に記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項１１】
　前記画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置から取得した被検体内画像であ
ることを特徴とする請求項１に記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項１２】
　前記医療情報管理サーバは、前記被検体内導入装置の使用数が所定数に達したとき、前
記被検体内導入装置の在庫数が少ないことを警告することを特徴とする請求項２に記載の
医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項１３】
　前記医療情報管理サーバは、前記受信装置に内蔵された電池の使用回数が所定数に達し
たとき、前記受信装置に内蔵された電池が寿命間近であることを通知することを特徴とす
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る請求項４に記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項１４】
　前記医療情報管理サーバは、前記受信装置に内蔵された電池の使用期間が所定の期間に
達したとき、前記受信装置に内蔵された電池が寿命間近であることを通知することを特徴
とする請求項５に記載の医療情報管理ネットワークシステム。
【請求項１５】
　前記医療情報管理サーバは、前記受信装置の個体識別情報を使用して該受信装置の稼働
率を統計処理することを特徴とする請求項７に記載の医療情報管理ネットワークシステム
。
【請求項１６】
　前記医療情報管理サーバは、診断結果の統計処理を行うことを特徴とする請求項９に記
載の医療情報管理ネットワークシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療情報管理ネットワークシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野において、撮像機能と無線通信機能とを備えたカプセル型内視鏡が
登場している。また、かかるカプセル型内視鏡を用いて被検体の臓器内部の画像を撮像し
、撮像した画像を受信装置によって順次受信し、受信装置によって受信された被検体内の
画像をワークステーション等の画像表示装置によって順次表示して、被検体内の観察（検
査）を行うカプセル型内視鏡システムが提案されている。
【０００３】
　かかるカプセル型内視鏡システムにおいて、ワークステーション等の画像表示装置に手
動で入力された患者情報、検査情報は、受信装置に転送される。受信装置は、画像表示装
置から取り外され、被検体の体表に装着された後、嚥下されたカプセル型内視鏡から送信
されてくる最大約８時間分（約６００００枚）の画像を蓄積する。カプセル型内視鏡によ
る撮影後、受信装置は、被検体から取り外され、再び画像表示装置に接続される。画像表
示装置は、受信装置が接続されると、受信装置に蓄積されている大量の画像の転送を受け
、画像の観察および診断レポートの作成に供する。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－６１６２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このようなワークステーション等による画像表示装置は、従来にあって
は、スタンドアロンで稼動している（例えば、特許文献１参照）。このため、病院等の施
設内に複数台のワークステーションが設置されていても、他のワークステーションと連携
する機能がなく、カプセル型内視鏡検査による個々の診断結果を診断レポートとして発行
し得る程度に過ぎず、施設内においてワークステーションの活用が不十分な現状にある。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、施設内に設置された画像表示装置を有
効活用し得る医療情報管理ネットワークシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる医療情報管理ネットワ
ークシステムは、被検体内に導入された被検体内導入装置で撮像された被検体内画像を蓄
積する受信装置と、該受信装置に接続し該受信装置に蓄積された被検体内画像を取得して
所定の処理を行う１以上の画像表示装置と、該画像表示装置とネットワークを介して接続



(4) JP WO2008/136283 A1 2008.11.13

10

20

30

40

50

されている１以上の医療情報管理サーバと、を備え、前記医療情報管理サーバは、１以上
の前記画像表示装置から転送される情報を集約して一元管理する管理手段を備えることを
特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
画像表示装置から転送される情報は、前記被検体内導入装置の使用数に関する情報である
ことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
画像表示装置から転送される情報は、前記被検体導入装置の個体識別情報であることを特
徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置に内蔵された電池の使用回数に関する
情報であることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置に内蔵された電池の使用期間に関する
情報であることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置に内蔵された電池の個体識別情報であ
ることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置の個体識別情報であることを特徴とす
る。
【００１４】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
画像表示装置から転送される情報は、前記画像表示装置の個体識別情報であることを特徴
とする。
【００１５】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
画像表示装置から転送される情報は、診断結果であることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
診断結果は、前記受信装置から取得した被検体内画像を観察して付与されたコメントであ
ることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
画像表示装置から転送される情報は、前記受信装置から取得した被検体内画像であること
を特徴とする。
【００１８】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
医療情報管理サーバは、前記被検体内導入装置の使用数が所定数に達したとき、前記被検
体内導入装置の在庫数が少ないことを警告することを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
医療情報管理サーバは、前記受信装置に内蔵された電池の使用回数が所定数に達したとき
、前記受信装置に内蔵された電池が寿命間近であることを通知することを特徴とする。
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【００２０】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
医療情報管理サーバは、前記受信装置に内蔵された電池の使用期間が所定の期間に達した
とき、前記受信装置に内蔵された電池が寿命間近であることを通知することを特徴とする
。
【００２１】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
医療情報管理サーバは、前記受信装置の個体識別情報を使用して該受信装置の稼働率を統
計処理することを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、上記発明において、前記
医療情報管理サーバは、診断結果の統計処理を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、画像表示装置をネットワークを
介して医療情報管理サーバに接続してネットワークシステムを構築し、医療情報管理サー
バが備える管理手段によって、画像表示装置から転送される情報を集約して一元管理する
ので、画像表示装置を有効利用して施設内の被検体内導入装置の使用数、受信装置用の電
池の使用回数等の情報を医療情報管理サーバに集約させて一元管理することで、施設内で
の被検体内導入装置や電池の在庫管理が可能となり、これらの発注時期の予測に活用する
ことができるという効果を奏する。また、画像表示装置から転送される情報として、被検
体毎に検査に適用した被検体内導入装置、受信装置並びに画像表示装置それぞれの個体識
別情報を医療情報管理サーバに集約させて一元管理することで、これら機材のトレーサビ
リティを確保することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に用いられるカプセル内視鏡システムの一例を示す
模式図である。
【図２】図２は、本実施の形態の医療情報管理ネットワークシステムの構成の一例を示す
概略図である。
【図３】図３は、本実施の形態の医療情報管理ネットワークシステムの概略構成例を示す
ブロック図である。
【図４】図４は、カプセルＤＢ部の一例を示す説明図である。
【図５】図５は、電池ＤＢ部の一例を示す説明図である。
【図６】図６は、履歴ＤＢ部の一例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２５】
　１　被検体
　２　カプセル型内視鏡
　３　受信装置
　４Ａ～４Ｎ　ワークステーション
　２１　医療情報管理サーバ
　２２　ネットワーク
　３５　電池
　５１ａ　情報管理部
　５１ｂ　統計管理部
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、図面を参照して、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムの好適な実
施の形態を詳細に説明する。本発明は、実施の形態に限らず、本発明の趣旨を逸脱しない
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範囲であれば、種々の変形が可能であり、実施の形態によってこの発明が限定されるもの
ではない。
【００２７】
　本実施の形態の医療情報管理ネットワークシステムの説明に先立ち、カプセル型内視鏡
システムの概略について説明する。図１は、カプセル内視鏡システムの一例を示す模式図
である。図１に示すように、カプセル型内視鏡システム１０は、患者等の被検体１の被検
体内画像を撮像するカプセル型内視鏡２と、このカプセル型内視鏡２から被検体１の被検
体内画像情報を受信して蓄積する受信装置３と、受信装置３が受信し蓄積した被検体１の
被検体内画像情報を取得して表示、その他の所定の処理を行うワークステーション４と、
受信装置３とワークステーション４との間のデータの受け渡しを行うための可搬型の記録
媒体５とを備える。
【００２８】
　カプセル型内視鏡２は、被検体１の体内画像を撮像するためのものであり、被検体１の
臓器内部に導入可能なカプセル型筐体の内部に撮像機能と無線通信機能とを有する。具体
的には、カプセル型内視鏡２は、被検体１の口から飲込まれた後、臓器の蠕動運動等によ
って被検体１の臓器内部を移動しつつ、所定の間隔（例えば０．５秒間隔）で体内画像を
順次撮像する。そして、カプセル型内視鏡２は、被検体１の体内画像を含む被検体内情報
を外部の受信装置３に対して順次無線送信する。また、カプセル型内視鏡２は、自身を特
定する個体識別情報であるカプセルＩＤを有し、撮像した画像データを含む画像信号にカ
プセルＩＤを付加する。このようなカプセル型内視鏡２は、体内画像等の画像データとと
もに自身のカプセルＩＤを外部の受信装置３に対して順次無線送信する。
【００２９】
　受信装置３は、カプセル型内視鏡２が撮像した被検体１の体内画像を無線で受信して蓄
積するためのものである。具体的には、受信装置３は、複数の受信アンテナ３ａ～３ｈを
有し、カプセル型内視鏡２を臓器内部に導入する被検体１に装着（携帯）される。受信装
置３は、受信アンテナ３ａ～３ｈを介して、カプセル型内視鏡２が無線送信した画像信号
を順次受信して、この画像信号に含まれる画像データとカプセルＩＤとを取得する。また
、受信装置３は、記録媒体５を有し、カプセル型内視鏡２から受信した被検体１の体内画
像とカプセルＩＤとをこの記録媒体５に格納する。
【００３０】
　ワークステーション４は、記録媒体５を介して被検体１の体内画像等の各種データを取
得し、この取得した各種データをディスプレイ上に表示する画像表示装置としての機能を
有する。医師または看護師等のユーザは、ワークステーション４が表示した被検体１の体
内画像を観察（検査）することによって、被検体１を診断する。また、ワークステーショ
ン４は、被検体１の診断結果等を示す診断レポートを作成するレポート作成機能を有し、
この作成した診断レポートをディスプレイ上に表示する。
【００３１】
　記録媒体５は、可搬型の記録媒体であり、上述した受信装置３とワークステーション４
との間のデータの受け渡しを行うためのものである。具体的には、記録媒体５は、受信装
置３およびワークステーション４に対して着脱可能であって、両者に対する挿着時にデー
タの出力および記録が可能な構造を有する。このような記録媒体５は、受信装置３に挿着
された場合、受信装置３がカプセル型内視鏡２から受信した被検体１の体内画像等を記録
し、ワークステーション４に挿着された場合、被検体１の体内画像等の記録データをワー
クステーション４に送出する。なお、本実施の形態では、可搬型の記録媒体５を介して受
信装置３・ワークステーション４間のデータの授受を行うものであり、記録媒体５を受信
装置３の一部として扱うが、受信装置３を直接ワークステーション４に接続してデータの
授受を行うこととしてもよい。
【００３２】
　なお、かかる記録媒体５が記録する各種データは、例えば、被検体１の体内画像群、こ
れら体内画像群に含まれる各体内画像の時間情報（撮像時刻、受信時刻等）、この被検体
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１の体内画像群を撮像したカプセル型内視鏡２のカプセルＩＤ、被検体１の患者情報、被
検体１の検査情報等である。ここで、被検体１の患者情報は、被検体１を特定する特定情
報であり、例えば、被検体１の患者名、患者ＩＤ、生年月日、性別、年齢等である。また
、被検体１の検査情報は、被検体１に対して実施されるカプセル型内視鏡検査（臓器内部
にカプセル型内視鏡２を導入して臓器内部を観察するための検査）を特定する特定情報で
あり、例えば、検査毎に異なる検査識別情報である検査ＩＤ、検査日等である。
【００３３】
　このような受信装置３（記録媒体５を含む）やワークステーション４を用いて構成され
る、本実施の形態の医療情報管理ネットワークシステムについて説明する。図２は、本実
施の形態の医療情報管理ネットワークシステムの構成の一例を示す概略図である。この医
療情報管理ネットワークシステム２０は、１台の医療情報管理サーバ２１と、複数台のワ
ークステーション４Ａ，４Ｂ，…，４Ｎと、ネットワーク２２と、後述の受信装置３とに
より構築されている。このような医療情報管理ネットワークシステム２０は、例えば同一
病院内なる、或る施設内において構築され、複数台のワークステーション４Ａ，４Ｂ，…
，４Ｎは適宜箇所に設置される。なお、医療情報管理ネットワークシステム２０を構成す
る医療情報管理サーバ２１は複数台であってもよく、ワークステーションは１台であって
もよい。
【００３４】
　医療情報管理サーバ２１は、ワークステーション４Ａ～４Ｎから転送される各種情報を
一元管理するためのものである。また、ネットワーク２２は、インターネット、イントラ
ネット、有線ＬＡＮ、または無線ＬＡＮ等によって実現される。
【００３５】
　ここで、このようなシステムを構成する医療情報管理サーバ２１、ワークステーション
４Ａ～４Ｎ、さらには受信装置３の概略構成例について図３を参照して説明する。図３は
、医療情報管理ネットワークシステム２０の概略構成例を示すブロック図である。
【００３６】
　まず、受信装置３（記録媒体５）の構成について説明する。受信装置３は、カプセル型
内視鏡２が無線送信した画像信号を受信する受信部３１と、この画像信号を基に被検体１
の体内画像を生成する画像処理部３２と、上述の記録媒体５が挿着される記憶部３３と、
受信装置３の各構成部を制御する制御部３４と、受信装置３の各構成部に電力を供給する
電池３５とを有する。ここで、記録媒体５に相当する記憶部３３は、検査に先立ちワーク
ステーション４Ａ側から転送設定された患者情報、検査情報（検査ＩＤを含む）を格納す
る格納欄３３ａ，３３ｂを有する。また、また、受信装置３は、自身を特定する個体識別
情報である受信装置ＩＤを有し、この受信装置ＩＤを格納する格納欄３３ｃを有する。さ
らに、カプセル型内視鏡２から送信されるカプセルＩＤを格納する格納欄３３ｄを有する
。また、この受信装置３に装填された電池３５に関する使用回数等の電池情報を格納する
格納欄３３ｅを有する。さらに、検査実行に伴いカプセル型内視鏡２から取得した画像デ
ータ群を格納する格納欄３３ｆを有する。
【００３７】
　つぎに、例えばワークステーション４Ａの構成について説明する。他のワークステーシ
ョン４Ｂ～４Ｎの構成も同様である。ワークステーション４Ａは、各種情報を入力する入
力部４１と、被検体１の体内画像等を表示する表示部４２と、記録媒体５を挿着するカー
ドインターフェース（Ｉ／Ｆ）４３とを有する。また、ワークステーション４は、ネット
ワーク２２を介して医療情報管理サーバ２１と情報通信を行うためのインターフェース（
Ｉ／Ｆ）４４と、被検体１の体内画像等の各種データを記憶する記憶部４５と、ワークス
テーション４Ａの各構成部を制御する制御部４６とを有する。
【００３８】
　入力部４１は、キーボードおよびマウス等の入力デバイスを用いて実現される。入力部
４１は、ユーザが行う入力操作に応じて、制御部４６に各種情報を入力する。表示部４２
は、液晶ディスプレイ等の各種ディスプレイを用いて実現され、制御部４６によって表示
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指示された各種情報を表示する。表示部４２は、例えば、カプセル型内視鏡２が撮像した
被検体１の体内画像、被検体１の診断レポート等を表示する。カードＩ／Ｆ４３は、記録
媒体５が着脱可能に挿着され、挿着された記録媒体５と制御部４６との間のデータの入出
力を行う。インターフェース４４は、ネットワーク２２を介して医療情報管理サーバ２１
と通信接続され、この医療情報管理サーバ２１と情報通信を行う。
【００３９】
　記憶部４５は、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ、またはハードディスク等の
書き換え可能にデータを保存する各種記憶メディアを用いて実現される。記憶部４５は、
制御部４６が記憶指示した各種データを記憶し、記憶した各種データの中から制御部４６
が読み出し指示したデータを制御部４６に送出する。このような記憶部４５は、ワークス
テーション（ＷＳ）４Ａ自身を特定する個体識別情報であるＷＳＩＤを格納する格納欄４
５ａや、入力設定された患者情報、検査情報をそれぞれ格納する格納欄４５ｂ，４５ｃを
有するとともに、受信装置３（記録媒体５）側から転送されるカプセルＩＤや受信装置Ｉ
Ｄを格納する格納欄４５ｄ，４５ｅ、画像データ群を格納する格納欄４５ｆ、並びに、複
数の被検体の症例データ群を格納した格納欄４５ｇとを有する。症例データ群に含まれる
一つの被検体の症例データは、その被検体の体内画像群、患者情報、検査情報、各体内画
像の時間情報、診断レポート情報等を含む。
【００４０】
　制御部４６は、ワークステーション４の各構成部（入力部４１、表示部４２、カードＩ
／Ｆ４３、インターフェース４４、および記憶部４５）を制御し、各構成部間における信
号の入出力を制御する。また、制御部４６は、入力部４１によって入力された指示情報に
基づいて、症例データ群の中から所望の被検体の症例データを読み出し、この読み出した
症例データに含まれる被検体の体内画像群等を表示部４２に表示させる。このような本実
施の形態の制御部４６は、転送処理部４６ａとレポート処理部４６ｂとを備える。転送処
理部４６ａは、検査終了後の医療情報管理サーバ２１への診断結果等の転送に際して、記
憶部４５や受信装置３（記録媒体５）を参照して、各種情報を付加する処理を行うための
ものである。
【００４１】
　ここで、転送処理部４６ａによって付加される情報の一つは、カプセル型内視鏡２の使
用数に関する情報である。カプセル型内視鏡２は、被検体１に対する１回の検査毎に使い
捨てされるものであり、それぞれのカプセル型内視鏡システム１０においては、１以上の
カプセル型内視鏡が使用される。よって、検査に使用したカプセル型内視鏡２から無線送
信されたカプセルＩＤの情報を受信装置３から取得することにより、ワークステーション
４Ａでは、検査毎に使用したカプセル型内視鏡のカプセルＩＤを把握し得る。また、カプ
セル型内視鏡２には、大腸用、小腸用、胃用などの種類を有するが、その種類もカプセル
ＩＤによって区別することが可能である。
【００４２】
　また、転送処理部４６ａによって付加される別の情報の一つは、受信装置３に内蔵され
た電池３５の使用回数に関する情報である。カプセル型内視鏡２を用いた検査では、１回
の検査に最低限８時間かかるが、受信装置３に内蔵の電池３５は、使用に伴い経時的に劣
化するものであり、一定回数の使用が限度であり、連続８時間の駆動を保証できなくなる
前に交換する必要がある。例えば、１０回の使用回数が限度とした場合、使用回数が８回
に達すると電池交換のための発注時期とされる。このような電池３５の使用回数に関する
情報としては、検査に使用された電池３５を特定し得る電池ＩＤでよい。この電池ＩＤ情
報は、電池の使用回数に関する情報として受信装置３の電池情報の格納欄３３ｅに格納さ
れており、検査終了後に受信装置３がワークステーション４Ａに接続されたときに転送処
理部４６ａによって取得することができる。
【００４３】
　さらに、転送処理部４６ａによって付加される情報の一つは、被検体１毎に検査に適用
したカプセル型内視鏡２、受信装置３、ワークステーション４Ａそれぞれの個体識別情報
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であるカプセルＩＤ、受信装置ＩＤ、ＷＳＩＤである。これらの情報は、検査終了後に受
信装置３がワークステーション４Ａに接続されたときに格納欄３３ｄ，３３ｃや、自身の
格納欄４５ａから転送処理部４６ａによって取得することができる。
【００４４】
　また、レポート処理部４６ｂは、症例データ群の中から選択された被検体の症例データ
等をもとに、この被検体の診断レポートを診断結果として作成するレポート作成部として
機能する。レポート処理部４６ｂは、例えば、被検体１の体内画像群、この被検体１の体
内画像群を撮像したカプセル型内視鏡２のカプセルＩＤ、被検体１の患者名、性別、年齢
、生年月日、患者ＩＤ等の患者情報、被検体１に対する検査日、検査ＩＤ等の検査情報、
および被検体１の診断結果（病名）等を観察により付与されたコメントとして掲載した診
断レポートを統一フォーマットで作成する。
【００４５】
　また、医療情報管理サーバ２１の構成について説明する。医療情報管理サーバ２１は、
制御部５１とデータベース（ＤＢ）５２とインターフェース（Ｉ／Ｆ）５３とを備える。
インターフェース５３は、医療情報管理サーバ２１をネットワーク２２に接続するための
ものである。制御部５１は、情報管理部５１ａと統計管理部５１ｂとを有する。
【００４６】
　情報管理部５１ａは、複数のワークステーション４Ａ～４Ｎから転送される各種情報、
特に転送処理部４６ａによって付加された情報を集約して一元管理するためのものである
。情報管理部５１ａは、例えば複数のワークステーション４Ａ～４Ｎから転送されるカプ
セル型内視鏡２の使用数に関する情報に基づき施設内でのカプセル型内視鏡２の在庫数を
カプセルＤＢ部５２ａによって一元管理する。図４は、カプセルＤＢ部５２ａの一例を示
す説明図である。また、情報管理部５１ａは、例えば複数のワークステーション４Ａ～４
Ｎから転送される電池３５の使用回数に関する情報に基づき施設内での電池３５の使用状
況を電池ＤＢ部５２ｂによって一元管理する。図５は、電池ＤＢ部５２ｂの一例を示す説
明図である。また、情報管理部５１ａは、例えば複数のワークステーション４Ａ～４Ｎか
ら転送される被検体１毎に検査に適用したカプセル型内視鏡２、受信装置３、ワークステ
ーション４Ａ～４Ｎそれぞれの個体識別情報であるカプセルＩＤ、受信装置ＩＤ、ＷＳＩ
Ｄに基づき検査履歴を履歴ＤＢ部５２ｃによって一元管理する。図６は、履歴ＤＢ部５２
ｃの一例を示す説明図である。
【００４７】
　また、レポート作成部５１ａは、複数のワークステーション４Ａ～４Ｎから転送される
被検体１毎の診断結果に基づき被検体１毎の診断レポートを統一フォーマットで作成する
処理を行うためのものである。この診断レポートには、被検体１の患者名、性別、年齢、
生年月日、患者ＩＤ等の患者情報、被検体１に対する検査日、検査ＩＤ等の検査情報、診
断結果（病名）、診断に用いた特徴的な抽出画像等が統一フォーマットで含まれる。
【００４８】
　統計管理部５１ｂは、検査終了後に複数のワークステーション４Ａ～４Ｎから転送され
る統一フォーマットの診断レポートに含まれる診断結果を集約して統計管理する。この統
計管理は、例えば診断結果に含まれる病名とその病名に特定させた特徴的なカプセル画像
との関係等についての統計を累積的にとって管理するような態様である。
【００４９】
　このようなシステム構成において、検査に先立ち、例えばワークステーション４Ａに手
動で入力された患者情報、検査情報は、受信装置３に転送される。受信装置３は、ワーク
ステーション４Ａから取り外され、被検体１の体表に装着された後、嚥下されたカプセル
型内視鏡２から送信されてくる最大約８時間分（約６００００枚）の画像を蓄積する。カ
プセル型内視鏡２による検査終了後、受信装置３は、被検体１から取り外され、再びワー
クステーション４Ａに接続される（記録媒体５が挿着される）。ワークステーション４Ａ
は、受信装置３が接続される（記録媒体５が挿着される）と、蓄積されている大量の画像
の転送を受け、画像の観察および診断に供する。他のワークステーション４Ｂ～４Ｎでも
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同様である。
【００５０】
　そして、ワークステーション４Ａでは、検査が終了し、検査対象となった被検体１につ
いての診断レポートが作成されると、この診断レポートを医療情報管理サーバ２１に転送
する。医療情報管理サーバ２１中の統計管理部５１ｂは、診断レポートの転送を受けて、
転送された診断レポート中に含まれる特徴的なカプセル画像データと病名との関係等につ
いて診断結果統計管理ＤＢ部５２ｄを利用して累積的に統計管理する。これにより、格納
欄４５ｇに格納される症例データ群の更新等に役立て、診断結果の精度の向上を図ること
ができる。
【００５１】
　また、このような検査終了後のワークステーション４Ａ～４Ｎからの診断レポートの転
送時には、転送処理部４６ａが、これらワークステーション４Ａ～４Ｎから医療情報管理
サーバ２１に対して、カプセルＩＤの情報をカプセル型内視鏡２の使用数に関する情報を
付加して転送する。情報管理部５１ｃは、転送されたカプセルＩＤの情報に基づき、カプ
セル種類を特定し、図４に示すようなカプセルＤＢ部５２ａにおいて該当するカプセル種
類の使用数欄に＋１加算する一方、予め設定されていた施設内での在庫数欄を－１減算す
る。
【００５２】
　このように、カプセル型内視鏡２の使用数を、施設内の全てのワークステーション４Ａ
～４Ｎを有効活用して医療情報管理サーバ２１に集約させることで、施設内でのカプセル
型内視鏡２の在庫の一元管理が可能となり、在庫数に応じてカプセル型内視鏡２の発注時
期の予測に活用することができる。よって、医療情報管理サーバ２１は、カプセル型内視
鏡２の使用数が所定数に達したとき、カプセル型内視鏡２の在庫数が少ないことをユーザ
に対して警告することが可能となる。
【００５３】
　また、検査終了後のワークステーション４Ａ～４Ｎからの診断レポートの転送時には、
転送処理部４６ａが、これらワークステーション４Ａ～４Ｎから医療情報管理サーバ２１
に対して、受信装置３に内蔵された電池３５を特定する電池ＩＤの情報を受信装置３（記
録媒体５）から読み出し付加して転送する。情報管理部５１ｃは、図５に示すように、転
送された電池ＩＤの情報に基づき電池ＤＢ部５２ｂにおいて該当する電池ＩＤ欄の使用回
数欄に＋１加算する。この際、当該電池３５が装着されている受信装置３を特定するため
に、受信装置３の受信装置ＩＤの情報も電池ＤＢ部５２ｂにおいて更新させる。
【００５４】
　このように、各電池３５の使用回数を、施設内の全てのワークステーション４Ａ～４Ｎ
を有効活用して医療情報管理サーバ２１に集約させることで、施設内での電池３５の消耗
状況の一元管理が可能となり、消耗状況に応じて交換すべき電池３５の発注時期の予測に
活用することができる。例えば、１０回の使用回数が限度とした場合、施設内において使
用回数が限度に近い８回に達した電池３５の数が多くなったら、電池３５の発注時期であ
る如く予測し、受信装置３に内蔵された電池３５が寿命間近であることをユーザに通知さ
せることができる。
【００５５】
　なお、転送処理部４６ａによって付加される情報の一つとして、受信装置３の使用回数
に関する情報に代えて、または、使用回数に関する情報とともに、受信装置３に内蔵され
た電池３５の使用期間に関する情報を用いるようにしてもよい。カプセル型内視鏡２を用
いた検査では、１回の検査に最低限８時間かかるが、受信装置３に内蔵の電池３５は、使
用に伴い経時的に劣化するものであり、一定期間の使用が限度であり、連続８時間の駆動
を保証できなくなる前に交換する必要がある。例えば、８０時間の使用期間が限度とした
場合、使用期間が７０時間に達すると電池交換のための発注時期とされる。このような電
池３５の使用期間に関する情報としては、検査に使用された電池３５を特定し得る電池Ｉ
Ｄと検査時間の情報とを転送処理部４６ａから取得して累計するようにすればよい。
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【００５６】
　そして、各電池３５の使用期間の場合も同様に、検査終了後のワークステーション４Ａ
～４Ｎからの診断レポートの転送時には、転送処理部４６ａが、これらワークステーショ
ン４Ａ～４Ｎから医療情報管理サーバ２１に対して、受信装置３に内蔵された電池３５を
特定する電池ＩＤの情報および検査時間の情報を受信装置３（記録媒体５）から読み出し
付加して転送する。情報管理部５１ｃは、転送された電池ＩＤの情報および検査時間に基
づき電池ＤＢ部５２ｂにおいて該当する電池ＩＤ欄の使用期間欄に検査時間を累計する。
この際、当該電池３５が装着されている受信装置３を特定するために、受信装置３の受信
装置ＩＤの情報も電池ＤＢ部５２ｂにおいて更新させる。
【００５７】
　このように、各電池３５の使用期間を、施設内の全てのワークステーション４Ａ～４Ｎ
を有効活用して医療情報管理サーバ２１に集約させることで、施設内での電池３５の消耗
状況の一元管理が可能となり、消耗状況に応じて交換すべき電池３５の発注時期の予測に
活用することができる。よって、医療情報管理サーバ２１は、受信装置３に内蔵された電
池３５の使用期間が所定の期間に達したとき、電池３５の発注時期である如く予測し、受
信装置３に内蔵された電池３５が寿命間近であることをユーザに通知させることができる
。
【００５８】
　さらに、検査終了後のワークステーション４Ａ～４Ｎからの診断レポートの転送時には
、転送処理部４６ａが、これらワークステーション４Ａ～４Ｎから医療情報管理サーバ２
１に対して、被検体１毎に検査に適用したカプセル型内視鏡２、受信装置３、ワークステ
ーション４ＡそれぞれのカプセルＩＤ、受信装置ＩＤ、ＷＳＩＤを機材情報として付加し
て転送する。情報管理部５１ｃは、図６に示すように、転送されたこれら個体識別情報や
、診断結果中に含まれる患者情報、検査情報等を利用して、履歴ＤＢ部５２ｃに検査毎に
機材履歴情報として順次累積する。よって、医療情報管理サーバ２１は、例えば受信装置
３の個体識別情報を使用してこの受信装置３の稼働率を統計処理することができる。
【００５９】
　このように、被検体１毎に検査に適用したカプセル型内視鏡２、受信装置３並びにワー
クステーション４Ａ～４Ｎそれぞれの個体識別情報を、施設内の全てのワークステーショ
ン４Ａ～４Ｎを有効活用して医療情報管理サーバ２１の履歴ＤＢ部５２ｃに集約させて一
元管理することで、これら機材のトレーサビリティを確保することができる。特に、カプ
セル型内視鏡２は、検査に際して被検体１の体内に導入され、検査終了後は、被検体１外
に排出されて廃棄されるので、検査後においては、誰がどのカプセル型内視鏡を使用して
検査をしたかの履歴追跡を行うことが困難であるが、カプセルＩＤを含めて履歴ＤＢ部５
２ｃで検査毎の履歴を管理することで、検査後であっても、必要に応じて、誰がどのカプ
セル型内視鏡を使用して検査をしたかの履歴追跡が可能となり、トレーサビリティを確保
することができる。よって、例えば、或る検査でカプセル型内視鏡２に問題があった場合
に、同一製造ロットで製造されたカプセル型内視鏡を利用した検査の被検体を特定するこ
とが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　以上のように、本発明にかかる医療情報管理ネットワークシステムは、病院等の施設内
に設置された画像表示装置を有効活用するのに有用であり、特に、施設内でのカプセル方
内視鏡や受信装置用の電池などの在庫管理に適している。
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